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鴨川市立田原小学校
学校運営協議会

第３号
令和５年３月９日

発行責任者 唐鎌喜幸

第3回学校運営協議会を3月3日

（金）に開催しました。

「授業参観」をしていただいた

のち協議に入りました。

今回は、『創立１５０周年記念事

業実行委員会』発足という大きな

議題もあり、予定時間を超過する

意見交換等が行われました。

田原小学校 学校運営協議会だより

第３回の概要

①「子どもたちの様子・地域連携に関する意見交換」
〇授業参観の様子から
・どの子どもたちも一生懸命活動していた。落ち着いていた。
・一人一人に合わせた指導がされていた。
・１年生が１学期より「お兄さん」「お姉さん」になっていて驚いた。成長を感じた。
・１クラス２０人いると活発であるが、少なくなるといろいろな活動が大変になっ
てくるのではないか。
〇地域の様子等から
・こども園の人数を見ても少子化に拍車がかかっている様子は否めない。
・外で遊んでいる子どもをあまり見なくなった。
・近隣の学校との交流について⇒コロナ禍で交流機会は減ったが「オンライン交流」
は行っている。

・相変わらず登下校の自動車送迎は多い。
・こども園の園児に学校近くの交差点の渡り方指導をしたが、徒歩で通学していないと
わからない点が多いと感じた。

・「田原ふるさとフェスティバル」３年ぶりの開催を予定しているが、「半日開催」資金
集めに苦労している。

②「学校運営の振り返り（学校評価）」
・学校評価アンケートは、鴨川市のアンケート項目と比較できるように工夫をしている。
市全体の評価と、本校での評価に大きな差は見られなかった。

・読書活動の推進や思春期特有の問題などを注意深く対処していきたい。
・本当に困ったことや相談があれば、迅速に対応している。
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③「創立１５０周年記念事業の取組」

◎令和５年度を準備期間とし、令和５年３月に
１５０周年実行委員会を立ち上げる。

・「第２回学校運営協議会」で上記の点が承認されました。
それを受けて今回「創立１５０周年記念事業実行委員会」を正式に立ち上げることと
なりました。

・「会則」「実行委員会組織図」「ロードマップ」等を提案。
・令和６年６月に「田原小１５０周年おめでとうの会」（仮）」を実施。（子ども主体の
運営で）

※会則・予算等について詳細は、早期に「記念誌委員会」「記念事業委員会」を開催し
決定する。若干の修正を加え、正式に決まりましたらお知らせしたいと思います。

（意見交換の中から）
・「記念誌」（１２０周年から３０年分）をどの範囲まで配布するのか。
・「動画等」の方が今の時代に合っているのではないか。

（配布する範囲にもよってくるが）
・予算の捻出が大きな課題。【市からの補助金・ＰＴＡバザーの時限的な開催・子ども
リサイクルの宣伝活動の強化、地域への協力働きかけ（「アルミ缶を子どもリサイ
クルへ」等）多方面から】

④「その他」

◎「地域学校協働本部だより」について・・・今年度１回発行（３月１４日付け）
次年度から年間２回程度発行の予定

◎「子ども会育成会」について・・・活動の有用性を理解していただき、是非未加入世
帯は加入をお願いしたい。田原小学校の場合は、ＰＴＡと育成会の密接なつながりの
伝統があり、是非良き伝統の継続をお願いしたい。

『第３回学校運営協議会』に先立ち、児童会

代表委員会において、学校長から「田原小学
校１５０才のお祝いについて」というプリント
をもとに子どもたちへ説明を行いました。

◇１５０才を祝う取組の案◇
特に以下の点について「子どもたちにお願い

したいこと」として話がありました。

◎創立１５０周年を祝う言葉の掲示

（道路から見えるとよい）

１５０周年という節目の年が間もなくやってきま

◎田原小１５０周年おめでとうの会（仮） す。「田原地区」に関わる全ての方々のご協力をい

※会の司会・進行は子どもたちにお願いしたい。 ただきながら、子どもたちの手づくり感も出しな

※内容は、これから相談して決める。 がら創り上げていきます。大きな事業ですが、や

り切った時の達成感を子どもも大人も味わいたい

ものです。


